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児童虐待を受けた児童生徒に対する教科書給与に関するＱ＆Ａ

文部科学省初等中等教育局教科書課

Ｑ１．  文部科学省へ報告する際の教育委員会は市区町村教育委員会か、都道府県教育委員会か。

Ａ１．  文部科学省への報告は都道府県教育委員会において報告書に間違いがないか確認の上、

        都道府県教育委員会名で行ってください。

Ｑ２．　給与事務の処理区分は何になるのか。

Ａ２．　通常の転学と同様の処理を行い給与してください。〔処理区分：転学用〕

        給与に当たっては、まず報告書（別紙10）の提出  を文部科学省にお願いします。

Ｑ３．　報告方法は電子媒体か、紙媒体か。

Ａ３．　下記の連絡先へ電子媒体の報告書を添付してメールにて報告してください。

        また、報告した際は受信確認のため、メール送信後、電話連絡 をお願いします。

        メール送信の 件名 は「報告日【都道府県名】児童虐待教科書給与報告書  学年」

　　　　　※ ファイル名と同様

　

Ｑ４．　報告書に公印は必要か。

Ａ４．　必要ありませんので、可能な限り早急に提出をお願いします。

Ｑ５．　文部科学省へ報告する時期は、受領報告と同時でよいか。

Ａ５．　児童生徒への教科書給与は、報告完了後に可能となるので、随時報告をお願いします。

Ｑ６．　文部科学省から報告について許可等の回答はもらえるか。

Ａ６．　送信していただいた報告書の内容を確認後、返信します。

        報告書に不備があった場合は、修正後再送をお願いすることがあります。

Ｑ７．　どの段階で納入指示を出せるのか。

Ａ７．　都道府県教育委員会から文部科学省への報告が完了してから給与可能になるので、

        納入指示は報告日以降に出すことになります。都道府県教育委員会は文部科学省へ報告後、

        直ちに関係機関に対し、文部科学省への報告が完了したことを連絡してください。

        報告書の作成手続に時間を要し、報告日よりも先に給与を行うことが見込まれる場合は、

        文部科学省への電話連絡 によって報告を代替することができます。

        ただし、その場合、報告書の作成手続終了後、報告書の（１５）に事前連絡日を記載し、

        速やかに報告書を文部科学省へ提出してください。

Ｑ８．　都道府県教育委員会が市区町村教育委員会に報告書様式を送付するに当たって、報告書

　　　　様式を加工・修正してよいか。

Ａ８．　域内自治体用の都道府県内版報告書の作成などに対して文部科学省版の報告書を加工・

　　　　修正することは問題ありませんが、文部科学省へ報告する際は文部科学省版の報告書

　　　　「 様式 (令和３年度以降用)」で報告してください。

文部科学省初等中等教育局教科書課無償給与係

TEL：03-5253-4111（内線2411）
Mail：kyokasyo@mext.go.jp
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Ｑ９．　報告書とは別に、児童虐待を示す証明書は必要か。

Ａ９．　児童虐待を示す証明書は本手続において必ずしも必要ありません。

　　　　よって、文部科学省へ提出する報告書に証明書の添付は不要です。

　　　　なお、各教育委員会において証明書を取得された場合、児童虐待の証明書等を報告書と

　　　　一緒に保管するかは各教育委員会で御判断ください。

Ｑ１０． 給与証明書に経緯を残す必要はあるか。

Ａ１０． 給与証明書に経緯を記載するかどうかは各教育委員会で御判断ください。

         文部科学省へ給与証明書等を提出する必要はありません。

Ｑ１１． 学籍をおいていない時点でも給与してよいのか。

Ａ１１． 給与時点で学籍をおいていない場合、教科書の給与はできません。

　　　　 報告時点で学籍をおいていない場合は、給与時点で学籍をおいたことを確認の上、

　　　　 給与してください。

　　　　 ※ 御不明な点がございましたら文部科学省教科書課へ御相談ください。

Ｑ１２． この報告により教科書を給与した児童生徒が、再度虐待を受け教科書を滅失した場合、

　　　　 再給与はできるか。

Ａ１２．  「児童虐待」に関する対応に当たっては、児童相談所等の関係機関と十分に連携を取り

　　　 　ながら適切な対応をしていただく必要があると考えています。

　　　　 仮に新たな児童虐待が発生した場合、児童相談所等関係機関と必要な対応を取った上で

　　　　 真にやむを得ない状況と各教育委員会が改めて判断した際には再給与は可能です。

Ｑ１３． 給与が必要な教科書が全て給与済教科書と採択が異なる場合、報告書の提出は必要か。

　　　　 ※ 給与しようとする教科書が報告書の（８）のみで、（７）の教科書がない場合

Ａ１３．  報告書の提出は必要ありません。

        　　 本報告書は「児童虐待」の発生についての報告ではなく、「虐待による避難」によって

　　　　 生じる『二重給与』を解消するためのものです。

Ｑ１４． 下巻本を給与する９月以降に上巻本（ 例えば、１年国語 上）を給与することは可能か。

Ａ１４． 下巻本給与日以降において、教科書の上巻本を授業で使用する場合は可能です。

         各社の年間計画によると、一般的に下巻本の学習開始時期は１０月となっていますので、

　　　　  それ以降の場合は、報告書の備考欄に必要である旨を記載してください。

Ｑ１５． 児童生徒の安全上、転出元の学校を明かせないといわれ、転出元の採択がわからないが

　　　　 （８）はどのように報告すればよいか。

Ａ１５． 学校間のやりとりでは難しいと思いますが、虐待による転出は、市区町村教育委員会間

　　　　 のやりとりがあっての転学になると思いますので、市区町村教育委員会間の連絡により

　　　　採択教科書を確認し、報告書の作成をお願いします。

Ｑ１６． 学校が報告書を提出せずに給与したり、報告があがってくるのが遅かったりするが。

Ａ１６． 虐待による児童生徒の転学事案が発生し、市区町村教育委員会間でやりとりする中で、

　　　　 採択教科書を確認しておき、（７）に該当する教科書がある場合、学校への転学連絡時、

 　　　　報告書をすぐに作成するよう指示する等、速やかに給与できるよう配慮してください。

 　　　　　　に添付の各シート ( 1 記入例・記入要領 2 補足説明 3 教科書確認表 4 Q&A ) もご参照ください。様式
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事 務 連 絡

令和４年４月６日

各教育事務所指導室長 様

教育振興部学習指導課義務教育指導室長

令和４年度教科書事務執行管理システムの掲載及びヘルプデスク窓口

について

このことについて、令和４年３月３１日付け事務連絡で、文部科学省初等中等教育局教

科書課から、別添写し１のとおり連絡がありましたのでお知らせします。

なお、各市町村教育委員会教科書事務主管課長へは別添写し２のとおり連絡済みである

ことを申し添えます。

担 当

教育振興部学習指導課

義 務 教 育 指 導 室 深 澤 宏 彰

電 話 ０４３－２２３－４０６１

ＦＡＸ ０４３－２２１－６５８０
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事  務  連  絡  
令和４年３月３１日  

 
 
 各都道府県教育委員会 
  教科書関係事務主管課 御中 
 
 

文部科学省初等中等教育局教科書課  
 
 
令和４年度教科書事務執行管理システムの掲載及びヘルプデスク窓口について 

 
 
 令和４年度教科書事務執行管理システムについて，下記のとおりシステム掲載
用の専用サイトに掲載します。 
 また，教科書事務執行管理システム（教科書需要数及び教科書受領冊数集計の
ためのシステム）のヘルプデスク窓口についても，引き続き開設することとなり
ましたので，留意事項とともにお知らせします。 
 ついては，貴教育委員会内，域内市区町村教育委員会及び諸学校へ周知してい
ただきますようお願いします。 
 
 

記 
 
 
 掲載時期   令和４年４月１日～令和４年１０月３１日 及び 
        令和５年２月１日～令和５年 ３月３１日 
 
 掲載場所   https://www.txtbook.mext.go.jp/system/index.htm 
        文部科学省のホームページからのリンクはありません。 
 

ヘルプデスク窓口 F A X：０３－５８１２－４９６５ 
Mail：text-help@textbook.mext.go.jp 
サイト：https://www.textbook.mext.go.jp/ 

※電話による照会はできません。 
質問票はヘルプデスク専用サイト掲載のもの（別添）を使用してください。 

 
対応期間 令和４年度通年  
       ※土・日・祝日・年末年始休業日，閑散期は火・木を除く。 

 
対応時間 繁忙期(4/1～5/6，6/7～9/16，2/13～3/31) ： 9:30～17:30 

        通常期(5/9～6/3，9/20～9/30，1/30～2/10)：13:30～17:30 
        閑散期(10/3～12/28，1/4～1/27)      ： 9:30～10:30 

 
 

（本件担当） 
文部科学省初等中等教育局教科書課 
代表：０３－５２５３－４１１１ 

検定・著作教科書需要数    調 査 係（内線 2413） 
一般図書需要数・受領冊数集計 無償給与係（内線 2411） 
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（別紙） 

 

ヘルプデスクへの問合せについての留意事項 

 

 

１ トラブルが発生した際は，まず運用手順マニュアル及びヘルプデスク専用サ

イトのＦＡＱ（よくある質問と回答）を参照し，それでも解決されない場合に

のみヘルプデスクへ問い合わせること。 

 

２ ヘルプデスクへの問合せについては，システムの稼働トラブルに限った疑問

点とすること。「コンピュータの起動方法が分からない」等，コンピュータそ

のものの基本的な操作方法については対応しない。また，事務手続に係る事項

については教育委員会において対応すること。 

 

３ ヘルプデスクに寄せられた質問については受付順に対応することとし，対

応時間中に受け付けた質問については受付日の対応時間中，対応時間外に受

け付けた質問については，翌々営業日の対応時間中に回答することを原則とす

る。 

ただし，質問内容によっては回答が遅れる場合があり，その際は遅延理由及

び回答の見通しを連絡する。 

 

４ 問合せには，ヘルプデスク専用サイト掲載の質問票（別添「教科書事務執行

管理システム質問票」）を必ず利用すること。必要事項に漏れがある場合，回

答が遅れることがある。 

 

５ 例年，ヘルプデスクへ質問すべき内容について教科書課に電話がなされるこ

とがあるが，上記のとおり対応しているので御留意願いたい。 

４４



 
 

 

教科書事務執行管理システム 質問票 
（FAX 宛先：０３－５８１２－４９６５） 

※ FAX 番号をよくお確かめの上、送信してください 

日付  

 
■ＯＳ 
（対応ＯＳ） 

 □Windows8.1  □Windows10 

（未対応ＯＳ）※システム未対応のため上記ＯＳにて使用してください。 

 WindowsXP、Windows Vista 

■アプリケーションソフト 
（対応アプリケーション） 

 □MicrosoftExcel2013 □MicrosoftExcel2016 

（未対応アプリケーション）※システム未対応のため上記アプリケーションソフトにて使用してください。 

MicrosoftExcel2003、MicrosoftExcel2007、MicrosoftExcel2010 

■教科書マスタ（バージョンを御記入ください。） 例：Ver1.18.0  Ver.      

■システム（バージョンを御記入ください。）   例：Ver1.8.0   Ver.      

■対象となるシステム 

システム区分      □ 学校用     □ 設置者用     □ 都道府県用 

機能区分        □ 需要数集計   □ 受領冊数集計 

■質問区分   □セットアップ   □操作方法   □運用手順マニュアル   □システムエラー 

□マスタ   □その他 〔                            〕 

■質問箇所    □基本情報設定  □マスタ設定 

□目録掲載図書需要入力 □目録掲載図書帳票印刷 □目録掲載図書需要提出データ作成 

□一般図書需要入力   □一般図書帳票印刷   □一般図書需要提出データ作成 

□納入（返付）指示書   □給与児童生徒名簿    □受領報告書・証明書（明細表） 

□受領冊数提出データ作成 

□提出データ取り込み・削除 

□その他〔                                                                   〕 

■内容を具体的に御記入ください   ※ 御質問前に教科書システムのよくある質問（ＦＡＱ）も御参照ください。 
※エラーが発生する場合は、どのような操作を行ったかとエラーの内容を御記入頂くか、エラー画面をコピーして質問票に貼り付けてください。ま
た、枠内に入らない場合は、2 枚目の別紙を御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■御連絡先を御記入ください 

お名前                                       

所属・部署（学校名など）                          

ＦＡＸ番号                                   

※ 回答は受付順に行い、受付日の翌営業日の９：３０～１７：３０の間に行うことを原則とします。 
 

４５



 
 

 

（質問内容別紙） 
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事 務 連 絡

令和４年４月６日

各市町村教育委員会

教科書事務主管課長 様

千葉県教育庁教育振興部

学習指導課義務教育指導室長

令和４年度教科書事務執行管理システムの掲載及びヘルプデスク窓口

について

このことについて、令和４年３月３１日付け事務連絡で、文部科学省初等中等教育局教

科書課から、別添写しのとおり連絡がありました。

ついては、貴管下の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校及び特別支援学校へ

周知願います。

担 当

千葉県教育庁教育振興部学習指導課

義 務 教 育 指 導 室 深 澤 宏 彰

電 話 ０４３－２２３－４０６１

ＦＡＸ ０４３－２２１－６５８０

４７
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